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1．はじめに
本研究では英語学習者を対象とした英語発音指導

システムの構築を行い、システムが適切なフィード
バックを返すことによって効率的に英語学習者の発
音を改善することを目的としている。本学の英語学
習者を対象としたアンケート調査では英語の 4 技能
のうち「スピーキング」を伸ばしたいと思う学生が
最も多く見られた1 ）。しかしその一方で「発音に自
信がない」と思っている学生も少なくない。日本の
教育機関における英語の授業では教師のあとに続い
て一斉に発音するような画一的な指導が多く、十分
な発音指導が行なわれているとはいえない。その理
由としては、発音指導の必要性が無いと考える教員
や、そもそも指導法についての十分な知識を持って
いない教員もいることが挙げられる2 ）。

本研究で構築したシステムでは、学習者が操作を
行うインターフェースとしてLMSのMoodle 3 ）を用
い、音声解析用にバックエンドで音声解析ソフト
ウェアのPraat 4 ）を動作させる。Praatの解析結果
をもとに学習者へ適切なフィードバックを与え、個

別の発音の問題点にも対応した発音指導を行うこと
ができるシステムを目指している。現在までにシ
ステムの構築を行い、ネイティブスピーカー （NS）
によるモデル音声および学習者の発話音声について
のピッチ（音の高さ）情報をフィードバックした実
践を行い、その結果からシステムの改善を行った5 ）。

本稿ではLMSのMoodleと音声解析ソフトウェア
のPraatを連携させた英語発音指導システムについ
て、さらなる改善とフィードバック方法を検討する。

２．PraatとMoodleを連携させた
英語発音指導システム

2．1 英語発音指導システムの構築にあたって
本研究で構築する英語発音指導システムでは、現

在の英語発音指導における 4 つの問題点に留意し
た。まず、評価が個人の主観に依ってしまうという
問題がある。発音の評価においては、指導者によっ
て基準が大きく異なると思われる。次に、指導者の
負担が多いことが挙げられる。 1 クラス数十人の学
習者を指導する場合、個別に評価を行うことは指導
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者にかなりの負担となる。続いて、学習者が人前で
英語を発音することへの心理的不安がある。スワレ
ス・田中（2001）のアンケート調査によると、日本
人英語学習者がカタカナ英語を話してしまう理由に
ついて24%の学習者が「正しい発音で話すことの恐
れがある」と回答した6 ）。学習者が発音練習を行う
際に、他者の前で英語らしい発音を行うと周囲から
冷やかされるのではないかといった不安がある。最
後に、個別の発音の問題点への対応である。画一的
な発音指導では個別の発音の問題点への対応は不十
分であると考えられる。個人個人で発音の問題点は
違うため、指導も異なるはずであるが、一斉発音指
導では十分に対応することができない。

以上のような点に留意し、システムの設計を行っ
た。Praatを用いることで評価基準が一定となり、
教員の負担も減らすことができると考えられる。し
かし、Praatを用いることによる問題点もあった。
まず、インターフェースに英語が用いられている
点である。日本人英語学習者にとってはインター
フェースが英語というだけでシステムの利用を敬遠
しがちになってしまう。また、Praatでは様々な音
声解析の操作ができ、英語の発音を学習する上で不
要な情報も表示されてしまうため、学習者はどこを
見るべきか分かりづらい。Praatはあくまで音声の
解析を行うソフトウェアであるため、発音指導に用
いるには指導者が学習者に対して情報の見方を説明
しなければならず、かえって負担が増えると思われる。

そこで、本研究では学習者へのインターフェー
スとしてMoodleを使用した。MoodleはWebによる
LMSであり、Praatはパソコン上で動作するアプリ
ケーションソフトウェアであるため、そのままでは
2 つのソフトウェアを連動させることはできない。
しかし、本研究ではPraatがスクリプトによる動作
をサポートしていることを利用し、Praatをバック
エンドとして動かし、学習者へのインターフェース
としてMoodleを利用できるシステムを構築した。
Moodleを用いることで学習者は自宅で個人練習が
できるため、人前で英語を発音することへの心理的
不安を和らげることができると考えられる。また、
指導者側も容易に学習管理が行えるようになり、学

習者の学習状況の把握がしやすくなる。

2．2 システムの概要
前節の問題点に留意し、PraatとMoodleを連携

した英語発音指導システムを構築した。音声入
力にはMoodleのプラグインであるOnline audio 
recording 7 ）を使用した。このプラグインをMoodle
へインストールすると、Moodleのファイル提出機
能に音声提出機能を追加することができる。プラグ
インを改修し、録音された英語発音の音声をPraat
へと渡すようにした。あらかじめ用意しておいた
Praatスクリプトが動作し、音声波形等のフィード
バック情報がMoodleへ表示される。Praatスクリプ
トで教師用データとの比較を行って発音の問題点
を探し、その問題点を直すような指導を学習者へ
フィードバックできるシステムとした。将来的に幾
つかの観点を用意し、指導者がその観点を選択可能
にする予定である。

続いてシステムの利用方法について述べる。シス
テムの概要を図 1 に示す。

まず、指導者はお手本となる音声データを準備
し、Moodleに音声を提出する課題を作成する。学
習者は課題の提出時に添付された音声データを聞く
ことができる。学習者が課題をWebブラウザで開
くと、お手本音声とその波形（ピッチなど）が表示
される。学習者はお手本音声を聞いたり波形を見
たりしながら、自身の音声を録音する。録音が終
わると直ちに学習者の音声とお手本の音声データ

図１　英語発音指導システムの概要
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がPraatへと渡される。Praatによって得られた自身
の音声波形、フィードバックがMoodleに表示され、
学習者はそれを参考に再度録音を行い、何度か練習
したのち最終的な音声を提出する。指導者は提出さ
れた音声をもとに学習管理を行い、次の課題を設定
する。

３．フィードバック方法の検討
英語発音指導システムのフィードバック方法につ

いては、システム構築前から検討を行ってきた。ま
ず、予備実験としてPraatをそのまま学習者に使用
してもらった8 ）。Praatの画面では音声波形および
ピッチ波形が表示されたが、学習者からは分かりづ
らいとの意見が出た。そのため、システム構築後は
ピッチ情報（最大および最小ピッチ、ピッチ幅）に
加え、音声波形のみ（図 2 ）、ピッチ波形のみ（図
3 ）といったフィードバックを試行した。
ピッチ波形で学習者が注目する観点は絞られたと

思われるが、視覚フィードバックを行ったことによ
る効果は見られなかった9 ）。フィードバック情報が
不十分であることや、音声再生時に波形上の位置が
不明だった点が挙げられた。そのため、さらに以下
のようなシステムの改善を行った（図 4 ）。

フィードバックとして、ピッチ波形に加えてイン
テンシティ（音の強さ）を表示するようにした。こ

れによって学習者はどのタイミングで、どの程度の
音の強さで発話すればよいか分かりやすくなると考
えられる。また、以前まではお手本と学習者のグラ
フが上下に分かれて表示されていたため比較がしづ
らかったが、 2 つの波形を重ねて表示することで比
較しやすいようにした。さらに、グラフ右側の凡例
をクリックすると波形の表示/非表示が切り替わる図２　英語発音指導システムの画面1（音声波形）

図３　英語発音指導システムの画面2（ピッチ波形）

図４　英語発音指導システムの画面3（現在）
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ようにし、学習者が注目したい情報のみが表示され
るようにした。加えて、音声の再生位置が縦線に
よってリアルタイムで表示されることで、音声と波
形の対応が分かりやすくなった。再生速度の調整も
行えるようにし、お手本の発音が速すぎて分かりづ
らい場合にも対応できるようにした。

表示された音声の波形（ピッチ、インテンシ
ティ）、ピッチ情報をもとに学習者が自身で発音が
改善されるように練習する必要があるが、システ
ム側から発音の改善に関する適切なアドバイスを
フィードバックできると学習者にとってより一層分
かりやすくなると思われる。フィードバックの観
点は現在検討中であるが、例えばピッチに関する
フィードバックが考えられる。日本人英語学習者は
抑揚をつけずに発音する傾向があるので、ピッチ幅
がお手本と比べて極端に狭い場合は高低差をつけて
発話するようにアドバイスを表示することを検討し
ている。また、発話時間に関するフィードバックも
考えられる。日本人英語学習者の発音はカタカナ英
語になりがちであり、その分発話時間も長くなる傾
向にある。お手本の音声の発話時間と比較して極端
に長い場合は速度を上げて発話するようにアドバイ
スを表示することも検討している。このようにいく
つかの観点でフィードバックを行うようにしておく
と、発音の改善にもつながると考えられる。ただ
し、一度に多くのフィードバックを返してしまうと
学習者が混乱してしまうと思われるため、複数の
観点のうち最も基準値から外れていたもののみを
フィードバックするといった工夫も必要になると思
われる。今後もフィードバックの観点について検討
し、システムに実装して実践を行う予定である。

４．まとめと今後の課題
本稿ではこれまで行ってきた英語発音指導システ

ムの構築、改善について、またフィードバック方法
の検討について述べた。今後もシステム、フィード
バック方法については検討が必要と思われるが、指
導者、学習者の双方にとって利点のあるシステムを
構築することが重要である。本システムを利用する
ことにより、学習者の発話が改善できるよう、引き

続き改善を行っていく予定である。
今後の課題としては、まずフィードバック方法の

さらなる検討が挙げられる。現在までの実践結果を
もとにシステムの改善を行ったが、学習者の音声の
分析、アンケート調査などをもとにシステムのさら
なる改善、また適切なフィードバック方法の検討も
行う必要がある。

二つ目の課題として、スマートフォンへの対応が
挙げられる。スマートフォンにはWeb閲覧機能お
よびマイク機能が搭載されているため、Web上か
ら音声を入力することができれば、本システムの利
用が可能となる。しかし、現在のシステムにおいて
は音声入力にAdobe Flashを利用しているため、ス
マートフォンには対応していない。一部のスマート
フォン用OSではWeb上からの音声入力自体ができ
なかったため、対応は見合わせてきた。しかし先日
のアップデートにより音声入力が可能となったた
め、今後システムを改修しスマートフォンへの対応
を進める予定である。近年の生徒や学生が使い慣れ
ているスマートフォンでシステムが利用できれば、
発音学習により取り組みやすくなり、発音の改善へ
と繋がることが期待できる。
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